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SDGｓ未来都市「鶴岡」にて、「環境」における「持続可能な社会」を深く学ぶ（山形県鶴岡市）

１．過去と現在、現在と未来が見える街「鶴岡」 ２．SDGｓ未来都市「鶴岡」

山形県鶴岡市は、国の指定する「SDGｓ未来都市」に認
定されており、森・食・農の文化と先端生命科学が共生
する “いのち輝く創造と伝統のまち鶴岡”創出事業を掲
げています。また、独自に「豊かな自然環境」「発展す
る産業経済」「充実した市民社会」の充実についても、
2030年向かい取組んでおります。

SDGｓの考えに基づき持続可能な社会を目指すにあ
たり、一番身近な課題である「環境問題」について、
鶴岡市を通じて学ぶことにより、自らの地域におい
ても持続可能な環境を考える学びを行う。

３．プログラムの内容

学習のねらい：「SDGｓ学習」「環境学習」

旅マエ 旅ナカ 旅アト

１．つかむ(課題設定）

２．さぐる(課題訴求）

３．深める(東北での修学旅行） ４．広げる(修学旅行からの振り返り）

東北で経験したことを「地域」や「自分」に置
き換え実際に「どのようにし持続可能な社会を
守るか」を考え「行動」や「発信」を行う。

◆課題整理、まとめ、検証

「間接体験」や「直接体験」を通じて得
られた情報をもとに、情報を再構成しな
がら自分の考えをもち、「発信」や「行
動動機」ができるようになる。

学びのゴール

（１）現状を知る(共通）
加茂水族館で現在どのような状況なのか
「海洋ゴミ学習」の実施

（２）現状を体験する(共通）
実際に、湯野浜温泉にて「海洋ゴミ収集体
験」を実施し、実態を確認する。

（３）鶴岡市の施設にて「リサイクル」「焼却」
「埋め立て」「循環」「エネルギー創出」
について学ぶ（クラス別）

環境問題について考える。
身近では、どんな課題があるか考える。

その課題に対して
・現状はどんな状態だろうか
・それはどのように取組んでいるのだろう
か

・その取り組みをしないと、どのような
社会になるのだろうか（持続可能な社会
にするためには）
◆ 「ツール」「映像」の活用

山形県鶴岡市は、日本海に面する庄内地方の南部に位
置し、江戸時代には、徳 川四天王の一人である酒井忠
次の孫・忠勝が入封して庄内藩が治めた城下町です。
明治維新以降は、庄内地方の中心的な都市として文化、
産業など様々な面で地域を 牽引してきました。 平
成17年10月に6市町村が合併して現「鶴岡市」となり、
人口は山形県で第2位、面積は東北で第１位の都市で
す。鶴岡は日本で初の「ユネスコ食文化創造都市」に
認定されております。
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鶴岡市の修学旅行プログラム

課題訴求（共通体験）

SDGｓ未来都市「鶴岡」にて、「環境」における「持続可能な社会」を深く学ぶ目的

学びの過程
課題の深堀り（クラス別学習）

「ツール」「映像」を活用学習内容 海洋ゴミ学習

学びの場
学校 鶴岡市 学校

◆振り返り学習
海洋ゴミ収集体験

※シート７参照

下水道資源環境・処理水活用

ゴミの焼却・再利用など

◆身近な環境問題を考える

「ツール」を活用し、身近
な地域や学校・家庭などで
考えられる環境問題につい
て、ツールを活用し考える

◆SDGｓ未来都市鶴岡市に
ついて、理解を深める。

「映像」を活用し、鶴岡で
の学びや、鶴岡市について、
理解を深める。
※シート３・４参照

◆加茂水族館にて環境問題
を考える（海洋ゴミ学習）

「クラゲの展示数」世界一
をほこる加茂水族館では、
特別プログラム「環境学
習」（無料）を体験する事
ができます。ペットボトル
など海洋ゴミ等について考
えます。

※シート５参照

◆海洋ゴミ収集体験

「湯野浜温泉」海岸にて、
実際にゴミ収集体験を行い、
海洋ゴミの現状を確認する。

※ホテル到着前の夕方又は
翌日早朝等、体験可能。

全員 全員 選択

選択

◆BISTRO 下水道

・下水道の資源環境
・処理水によるアユ養殖

◆つるおかエコ・アース

・安全安心の環境対策
・電力の地産地消
https://tsuruokaecoearth
.ekankyo21.com/

東北で経験したことを
「地域」や「自分」に置
き換え実際に「どのよう
にし持続可能な社会を守
るか」を考え「行動」や
「発信」を行う。

◆課題整理、まとめ、検
証
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プログラムのお問い合わせは


